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※新規に設置したコースに限

過去5年間、薬物治療科学や病態解析科学などの分野に5～6名入学しており、そ
のうち本ｺｰｽを希望する学生ﾆｰｽﾞを考慮して受入目標を毎年度2名に設定。

次に定める方法により授業科目を履修し、4年間で30単位以上を修得する。
・専修科目　4単位(必須): 専修分野の特論から1科目(30回受講)
・専修あるいは関連科目　6単位(選択必修):
　　　　　　　　　　　　　　　2科目以上(関連科目：15回受講, 各2単位）。
　　※専修分野の特論と専修科目と合わせて3科目、10単位以上必ず履修
　　※一定のﾃｰﾏにそった連続講義で構成される学内教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
    ※本ｺｰｽ履修者は「次世代がん治療ｺｰｽ(がん薬物療法学)」 必修
・特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(各5単位4年間：20単位必須)

・専修分野：環境衛生科学・病態解析科学・薬物動態科学・医療情報科学・薬物
　　　　　　治療科学特論より選択
・関連科目：臨床薬学研修・海外臨床研修、医療英語・臨床腫瘍学・
　　　　　　次世代がん治療開発ｺｰｽ(がん薬物療法学)　※本ｺｰｽ受講者必修

参画施設である名古屋大はがん専門薬剤師(医療薬学会)、緩和医療専門薬剤師
(緩和医療薬学会)、がん薬物療法認定薬剤師(病院薬剤師会)、愛知医科大はがん
指導薬剤師(医療薬学会)、緩和薬物療法認定薬剤師(緩和医療薬学会)、藤田医科
大はがん専門薬剤師(医療薬学会)、がん薬物療法認定薬剤師(病院薬剤師会)、緩
和薬物療法認定薬剤師(緩和医療薬学会)の教育機関としてそれぞれ認定。

・大学院博士課程で学位研究を行いながらも、学位取得後は臨床現場でがん医療
を担う薬剤師を対象とするｺｰｽである。
・第2期がんﾌﾟﾛで設置してその後継続してきたがん薬物療法特論を大幅に見直
し、多職種ﾁｰﾑ医療による集学的な治療・ｹｱ、緩和医療・終末期医療、循環器腫
瘍学、腫瘍腎臓病学、老年腫瘍学など学際領域に加え、分子標的薬やｺﾝﾊﾟﾆｵﾝ診
断薬、CAR-T 療法や免疫ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ阻害薬等の免疫療法に関する治療学を発展的
に取り入れ系統的に学習できるように再編成して「次世代がん治療」ｺｰｽとして
拡充する。
・臨床研究・教育機関として新たな治療法を開発する人材養成の環境が整備され
ている。

・本事業の担当教員ならびに学外招聘教員によるｵﾑﾆﾊﾞｽ講義を行う。
・本事業に特化した履修記録管理ｼｽﾃﾑ(電子ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ)を用いて学習記録を蓄積す
るとともに、他の学生や指導教員と地理的条件を超えてその学びを共有する。

病院内のﾁｰﾑ医療や地域の保険薬局に所属して、集学的な治療・ｹｱなどがん患者
のQOL向上や終末期医療を担う薬剤師。ｹﾞﾉﾑ情報に基づく最新のがん個別化医療
や学際領域に精通する薬剤師。

・大学院薬学研究科博士課程で薬学を学び、学位取得後は地域に定着してﾁｰﾑ医
療の中で集学的な治療・ｹｱなど患者のQOL向上や終末期医療を担う薬剤師。
・本ｺｰｽで臨床腫瘍学を系統的に学び、腫瘍循環器学、腫瘍腎臓病学、老年腫瘍
学等の学際領域にも対応できる薬剤師。

教育プログラム・コースの概要

名城大学大学院薬学研究科

次世代がん治療「薬学」コース（正規課程）

薬剤師

大学院薬学研究科博士課程　4年


